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平成28年度 上半期の財政状平成28年度　上半期の財政状況況

文化センター等事業債 下水道の建設

小・中学校の建設

25億6,855万4千円
（9.6％）

86億5,176万8千円
（32.2％）

43億8,310万7千円
（16.3％）

減税補てん債、一般土木事業、
福祉施設の建設事業等

市債現在高268億4,309万9千円
（ ）内は、市債総額に対する比率

15億1,413万円
（5.6％）

13億3,168万4千円
（5.0％）

市民１人当たり
225,122円

83億9,385万6千円
（31.3％）

株　券

340,071.26㎡ 169,618.42㎡

5億4,105万9千円

6,318万4千円 18億5,291万9千円

74億6,594万7千円
環境基金など

その他
（9.7％）

19億9,875万6千円
40億3,221万5千円

＝49.6％

市　税
（49.4％）

118億68万8千円
205億5,828万2千円

＝57.4％

国庫支出金
（17.0％）

23億1,761万2千円
70億9,045万8千円

＝32.7％

都支出金
（14.4％）

12億5,774万3千円
59億8,564万円
＝21.0％

地方消費税交付金
（5.7％）

13億837万3千円
23億6,300万円
＝55.4％

使用料及び手数料
（2.2％）

4億4,918万6千円
8億8,771万8千円
＝50.6％

市債
（1.5％）
0円

6億3,900万円
＝0.0％

地方特例交付金
（0.1％）
6,108万6千円
5,500万円
＝111.1％

民生費
（43.8％）

84億5,091万6千円
182億2,755万9千円

＝46.4％

歳出総額
159億2,364万7千円
416億1,131万3千円

＝38.3％
衛生費
（10.4％）

15億6,569万3千円
43億2,911万9千円

＝36.2％
土木費
（14.8％）

9億6,889万7千円
61億7,798万2千円

＝15.7％

総務費
（10.7％）
16億631万円

44億5,353万7千円
＝36.1％

教育費
（7.7％）

13億5,363万7千円
32億832万9千円
＝42.2％

公債費
（6.4％）

9億709万5千円
26億8,343万3千円

＝33.8％

消防費
（4.2％）

7億1,960万5千円
17億6,532万8千円

＝40.8％

その他
（2.0％）

3億5,149万4千円
7億6,602万6千円
＝45.9％

歳入予算額
（  ）内は、歳入予算総額に対する比率
 　  収入済額  　　　　　　＝収入率 　  予算現額

歳入総額
191億9,344万4千円
416億1,131万3千円

＝46.1％

［図 A］一般会計執行状況〈歳入〉

［図B］一般会計執行状況〈歳出〉
歳出総額
（  ）内は、歳出予算総額に対する比率
　   支出済額　  　　　　　＝執行率 　  予算現額

　市の財政は、皆さんから納めていただいた税金や国・都からの
補助金などで賄われています。これらがどの仕事に使われている
かを、平成２８年度上半期（４月１日〜９月３０日）における予算の
執行状況を通してお知らせします。
問合先　財政課財政係（☎０４２−３８７−９８０２）

　今年の９月３０日現在における予算額は、一般会計
と特別会計を合わせて総額６６４億５,２００万１千円とな
っています。これは当初予算６４５億８,０６６万７千円
（繰越事業費繰越財源充当額１億５,４０９万１千円を
含む）に、補正予算額１８億７,１３３万４千円を加えたも
のです。前年同期と比べ５.４％の増となりました。
 

　道路や学校、集会施設等の公共施設の建設や改
修、少年自然の家（清里山荘）・総合体育館の運営や
委託、社会福祉、消防、ごみ処理など、市が行う事業
の大部分を賄う一般会計は、４１６億１,１３１万３千円で
前年同期と比較すると、７.１％の増となっています。
　主な財源である市税の収入率は５７.４％で前年同期
と比較すると０.８ポイントの減となっています。ま
た、一般会計全体の収入率は、４６.１％で前年同期と
比較すると４.２ポイントの減となっています。
　上半期の執行状況の内訳は、図Ａおよび図Ｂのと
おりです。
 

　各特別会計は、前年同期と比べ国民健康保険は
２.２％、介護保険は４.９％、後期高齢者医療は０.５％、
それぞれ増となり、下水道事業は１.６％の減となっ
ています。執行状況は左下表のとおりです。
 

　福祉施設の建設、都市計画道路整備、公園整備、
小・中学校の改修、下水道事業には、多額の資金を
必要としますが、この資金の一部を国や都・銀行な
どから長期にわたって借り受け、事業に充てていま
す。このような市の長期借入金のことを、市債とい
います。
　市債の目的別内訳は図Ｃのとおりです。現在の市
債の総額は、２６８億４,３０９万９千円で前年同期と比
べ、７.６％の減となりました。
 

　市が保有し管理している財産には、市役所の庁舎
をはじめ、学校や集会施設などの建物や土地、その
他の物品、基金などがあります。（図Ｄ）
　市有財産の総額は、８６９億３,４０２万３千円で、前年
同期と比較すると２.０％の増となっています。

一 般 会 計

特 別 会 計

市　 債

市 有 財 産

予算の執行状況

特別会計執行状況

支出済額収入済額予算現額区　分 執行率（％）収入率（％）
３９.４５,０８１,５１３４２.０５,４１１,３１０１２,８９２,０２６国民健康保険
２７.８４１５,９５９４１.２６１８,０１７１,４９８,５１７下 水 道 事 業
３７.４２,９７６,０４５４２.１３,３５３,５８７７,９６７,１２８介 護 保 険
３１.６７８４,７００４３.６１,０８２,３６０２,４８３,０１７後期高齢者医療

（単位：千円）

 　

東
京
都
と
市
区
町
村
で
は
、
安

定
し
た
税
収
確
保
と
納
税
の
公
平

性
確
保
を
め
ざ
し
て
、　

月
を

１２

「
オ
ー
ル
東
京
滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強

化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
広
報
や

催
告
に
よ
る
納
税
推
進
、
差
し
押

さ
え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索
等

の
滞
納
処
分
な
ど
、
多
様
な
徴
収

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
、

預
貯
金
、
給
与
等
の
債
権
、
捜
索

に
よ
る
動
産
、
不
動
産
の
差
し
押

さ
え
等
を
実
施
し
、
納
税
の
公
平

性
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

  　

こ
の
制
度
は
、
退
職
金
制
度
を

持
つ
こ
と
が
難
し
い
中
小
企
業
の

事
業
主
を
対
象
に
、
従
業
員
（
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
含
む
）
の
福
祉

の
向
上
・
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
事
業
主
が
従

業
員
の
た
め
に
加
入
す
る
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
ま
た
は
特
定

退
職
金
共
済
制
度
の
掛
金
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

対　

象　

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
ま
た
は
特
定
退
職
金
共
済
制

度
に
加
入
し
、
申
請
時
に
共
済
掛

金
お
よ
び
住
民
税
（
市
・
都
民

税
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
事
業
主

※　

対
象
の
事
業
主
に
は
、
別
途

連
絡
し
ま
す
。

補
助
金
額
・
期
間　

被
共
済
者

（
従
業
員
）
１
人
に
つ
き
月
額　
５００

円
で
、
加
入
し
た
月
か
ら　

か
月

２４

　

月
は
オ
ー
ル
東
京
滞
納

１２Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間

中
小
企
業
の
事
業
主
の
方
へ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

等
の
掛
金
を
補
助

を
限
度
と
し
ま
す
。

必
要
書
類　

▽
申
請
書　

▽
加
入

者
内
訳
書　

▽
退
職
金
共
済
手
帳

の
写
し　

▽
市
・
都
民
税
納
税
証

明
書

申
請
方
法　
　

月　

日
（
金
）
ま

１２

１６

で
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
勤
労

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
本
町
暫
定
庁
舎
２
階
）
へ
。

問
合
先　

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
２
５
２

０４２

３８７

５
）

 　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
に
は
、
犬

の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
注
射
が
済
ん
で
い
な

い
犬
の
飼
い
主
の
方
へ
通
知
を
送

付
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は

「
飼
い
犬
の
死
亡
届
」
、
住
所
や

所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
は
「
飼

い
犬
の
登
録
事
項
変
更
届
」
を
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

費　

用　

▽
登
録
の
鑑
札
＝
３
千

円
（
再
交
付
千　

円
）
▽
狂
犬
病

６００

予
防
注
射
済
票
＝　

円
（
再
交
付

５５０

　

円
）

３４０申
請
・
問
合
先　

健
康
課
健
康
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎　

儿　

︱

０４２

３２１

１
２
４
０
）
ま
た
は
市
民
課
市
民

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）
へ
。

３８７

 　

図
書
館
本
館
に
設
置
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
で
、
国
立
国
会
図
書
館

の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
閲
覧
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
資
料
の
う
ち
、
絶
版
等

の
理
由
で
入
手
が
困
難
な
資
料
を

公
共
図
書
館
等
の
館
内
で
閲
覧
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ま
た
、
著

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信

サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
を

作
権
の
範
囲
内
で
複
写
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
調
査
・
研
究
等
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３
 　

公
民
館
緑
分
館
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
自
主
性
や
社
会
性
を
養
う

研
修
の
た
め
の
宿
泊
が
で
き
る
施

設
で
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
宿
泊
に
伴

２９

う
布
団
使
用
料
の
実
費
負
担
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
、説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

１５

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
 　

　

歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日

１８
（
障
が
い
が
あ
る
場
合
は　

歳
未

２０

満
）
ま
で
の
児
童
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
対
し
て
、
医
療
保

険
の
自
己
負
担
す
べ
き
額
か
ら
一

部
負
担
額
を
除
い
た
額
を
助
成
し

ま
す
。

　

今
ま
で
受
給
し
て
い
な
か
っ
た

方
で
も
、
平
成　

年
中
の
所
得
が

２７

制
限
内
の
方
は
、
平
成　

年
１
月

２９

１
日
か
ら
受
給
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
中
の
方

は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
　

月
１
日
（
木
）
〜

１２

　

日
（
金
）

１６受
付
場
所
・
問
合
先　

子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

９
） 公

民
館
緑
分
館

宿
泊
利
用
者
説
明
会

平
成　

年
ひ
と
り
親
家
庭
等

２９

医
療
費
助
成
の
申
請
受
付


